
当センターの新型インフルエンザ対策 

１．新型インフルエンザ流行状況 

 国立感染症研究所感染症情報センターの全国集計によると、9月以降発症者

数が増加の一途であった新型インフルエンザの流行は、11月に入って停滞傾向

になったそうです。流行のピークが過ぎつつあるのかも知れません。また、新

型インフルエンザが重症化（肺炎、脳症など）する比率は、季節性インフルエ

ンザの場合と比較して、同等か、むしろ低いようです（厚生労働省）。新型イ

ンフルエンザの病原性は季節性インフルエンザと同じ程度と認識すべきです。

すなわち、新型インフルエンザをいたずらに怖がるのではなく、冷静に対処す

ることが必要です。 

２．当センターにおける感染対策 

 感染対策の基本はマスク着用と手洗い励行です。医師、看護師など職員は、

マスクを有効利用するため外来部門を中心にマスク着用を心がけています。 

 発熱、咳などの症状が出てインフルエンザが疑われる場合、受診される前に

主治医（時間外受診の場合は当直医）にあらかじめ電話連絡のうえ、マスクを

着用して来院していただくようお願い致します。 

３．新型インフルエンザを発症した場合 

 新型インフルエンザと診断した場合、季節性インフルエンザと同様にタミフ

ルやリレンザなどで治療いたします。鼻腔ぬぐい液による迅速検査では新型と

季節性の鑑別はできませんが、治療法は同じです。症状が軽い場合には解熱薬

などによる対症療法だけで十分ですし、症状が重く入院が必要と判断される場

合には、責任を持って対応いたします。 

 新型インフルエンザの潜伏期間は平均3—4日（長い場合には7日）と言われて

います。家族や親しい方がインフルエンザと診断された場合は、この期間に発

症する可能性がありますので、発熱や咳などの症状にご注意下さい。 

４．新型インフルエンザワクチンについて 

 当センターを受診中の妊婦さん・患者さんを対象とするワクチン接種を実施

中です。予約のことなど詳細については、当センターのホームページ・外来掲

示板を御覧下さい。 

５．インフルエンザ対策の今後 
 皆様のご協力のおかげで、これまで当センターはインフルエンザ発生を最小

限に抑えることができています。冬の到来とともに、新型インフルエンザだけ

でなく季節性インフルエンザの流行が待ち構えています。これまで通り、引き

続きマスク着用・手洗いなどの感染対策にご理解ご協力の程、お願い申し上げ

ます。 

 

感染症防止対策小委員会（ICT: Infection Control Team） 

井上雅美 
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 母子医療センター≪母と子のにわ≫

のモニュメントに次のような言葉が書

かれています。 

「我々が必要とするものは多いが先に

延ばせる。しかし子どもたちは待てな

い・・・子どもたちにとっては今日し

かないのだ」 

 当センターのボランティアは、そん

な子どもたちの今日に、そして子ども

たちを取り巻く方々の今日に、尐しで

も役に立ちたいと思い、自発的に集

まった人たちです。当センターでは、

現在、約１００余名のボランティアが

登録されさまざまな活動を行っていま

す。 

 下記に主なグループと活動内容を紹

介します。 

 

エプロンママ：センターでの活動歴は

１５年。ほぼ毎日、主にアトリウムや

病棟で子どもたちと一緒に遊んでいま

す。面会できないご兄弟も事前に申し

込んでいただくと、お預かりすること

もできます。アトリウムや病棟の季節

の飾り付けも行っています。 

 

スマイルパンプキン：４階西棟のプレ

イルームで工作を中心に子どもたちと

遊んでいます。誕生会や季節のイベン

トなどを定期的に行っています。 

 

おはなしでんしゃ：本の読み聞かせや

紙芝居など

希望された

病棟を巡回

し て い ま

す。 

 

わたしのへ

や：病棟か

ら依頼され

たさまざま

な 縫 い 物

や、繕い物

などソーイ

ング全般を

しています。また、家族同室のママた

ちへの手芸教室も始めました。短時間

で仕上がる手作り小物（ペアマスクや

スタイ、シュシュなど）を一緒に作り

ませんか。ご希望の方は、病棟詰所へ

お問い合わせ下さい。 

 

ういずゆう：院内案内のグループで

す。外来から検査室や麻酔科外来など

へご案内します。入退院時や手荷物が

多い時など、気軽に声をかけて下さ

い。手続きやお支払いなど手の離せな

い時もバギーやコットの見守りをしま

す。 

 

レインボー：４つの大学合同のグルー

プです。病棟やアトリウムでの活動を

しています。 

 

園芸クラブ：母と子のにわや正面玄関

付近に季節の色とりどりの花を植えて

います。センターを利用される方たち

に尐しでも和んでいただきたいとの思

いを込めて手入れをしています。 

 

図書クラブ：司書さんのお手伝いの活

動をしています。 

 

 最近では、各種イベントや親の会の

雑務お手伝いなど、グループの垣根を

取り除いて、母子医療センターボラン

ティア会として、必要とされるところ

へランダムに行き来しながら、ニーズ

に見合った活動を心がけています。 

 母子医療センターのボランティアは

面接・健康診断・研修を修了した、信

頼できる人たちですので、安心して活

動をお任せ下さい。 

 赤いチェックのエプロンにブルーの

「ボランティア」のワッペン。セン

ターのボランティアは声をかけていた

だくのを待っています。 

 

 

（ボランティアコーディネーター土田輝美） 

 

母子医療センターのボランティア活動紹介 
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病院ボランティア 

募集中 
 

あなたも母子医療セン

ターでボランティアを

してみませんか。 

興味のある方は、下記

までお問い合わせ下さ

い。 

 

企画調査室 

 

ボランティア 

コーディネーター  

土田 

0725-56-1220 
内線2009 

 

 

クリスマス会で病院長から感謝状を頂きました。 



仕事紹介
しごとしょうかい

「臨床工学技士
りんしょうこうがくぎし

」 

 母子
ぼ し

センターでは、たくさんの数
かず

と種類
しゅるい

の機械
き か い

を使用
し よ う

しています。治療
ちりょう

や診断
しんだん

のため

に用
もち

いられる機械
き か い

をとくに「医療
いりょう

機器
き き

」とい

い、最近
さいきん

ではどんどん使用
し よ う

される医療
いりょう

機器
き き

が

増
ふ

えてきました。 

昔
むかし

は、お医者
い し ゃ

さんや看護師
か ん ご し

さん達
たち

が、医療
いりょう

機器
き き

を管理
か ん り

していましたが、たくさんの医療
いりょう

機器
き き

を使用
し よ う

するようになった現在
げんざい

では、お

医者
い し ゃ

さんや看護師
か ん ご し

さん達
たち

の代
か

わりに、臨床
りんしょう

工学
こうがく

技士
ぎ し

が医療
いりょう

機器
き き

の管理
か ん り

を任
まか

されていま

す。 

病院
びょういん

の中
なか

で、使用
し よ う

している医療
いりょう

機器
き き

の調子
ちょうし

が悪
わる

くなった時
とき

には、その機械
き か い

が故障
こしょう

で修理
しゅうり

を必要
ひつよう

としているのか、それとも使
つか

い方
かた

を

間違
ま ち が

っていたのかを判断
はんだん

します。故障
こしょう

の場合
ば あ い

は点検
てんけん

や修理
しゅうり

をおこないます。ひどい故障
こしょう

の

場合
ば あ い

には専門
せんもん

の業者
ぎょうしゃ

さんに 紹 介 状
しょうかいじょう

（修理
しゅうり

伝票
でんぴょう

）を書
か

いて修理
しゅうり

をお願
ねが

いしています。ま

るで医療
いりょう

機器
き き

のお医者
い し ゃ

さんのようです。 

また臨床
りんしょう

工学
こうがく

技士
ぎ し

は、機械
き か い

の点検
てんけん

や修理
しゅうり

な

どの管理
か ん り

をおこなうだけでなく、それらの

機械
き か い

の準備
じゅんび

や操作
そ う さ

をおこなって、お医者
い し ゃ

さん

や看護師
か ん ご し

さん達
たち

と 協 力
きょうりょく

して治療
ちりょう

に参加
さ ん か

して

います。 

たとえば、心臓
しんぞう

を手術
しゅじゅつ

する時
とき

には、動
うご

いて

いる心臓
しんぞう

を一時的
いちじてき

に止
と

めて手術
しゅじゅつ

をおこないま

すが、その 間
あいだ

に止
と

まっている心臓
しんぞう

の代
か

わり

に、 体
からだ

の隅々
すみずみ

に血液
けつえき

を送
おく

るために使用
し よ う

される

機械
き か い

を「人工
じんこう

心肺
しんぱい

」といい

ます。臨床
りんしょう

工学
こうがく

技士
ぎ し

はその

人工
じんこう

心肺
しんぱい

の準備
じゅんび

や操作
そ う さ

をおこなって安心
あんしん

して

手術
しゅじゅつ

ができるためのお手伝
て つ だ

いをしています。 

腎臓
じんぞう

の 働
はたら

きが悪
わる

くなって、おしっこが出
で

な

くなったりすると、 体
からだ

に余分
よ ぶ ん

な水
みず

や、 汚
きたな

い

物
もの

（老廃物
ろうはいぶつ

）が貯
た

まってきます。そのような

時
とき

に患者
かんじゃ

さんの 体
からだ

の中
なか

を流
なが

れる血液
けつえき

を「透析
とうせき

装置
そ う ち

」という機械
き か い

を使用
し よ う

して、余分
よ ぶ ん

な水
みず

や 汚
きたな

い物
もの

を取
と

り除
のぞ

いて 体
からだ

に返
かえ

します。その機械
き か い

の

準備
じゅんび

、操作
そ う さ

や点検
てんけん

なども臨床
りんしょう

工学
こうがく

技士
ぎ し

の仕事
し ご と

です。 

健康
けんこう

な皆
みな

さんは、いつも何気
な に げ

なく自然
し ぜ ん

に

呼吸
こきゅう

をしています。吸
す

い込
こ

まれた空気
く う き

は肺
はい

で

酸素
さ ん そ

が 体
からだ

に取
と

り込
こ

まれ、 逆
ぎゃく

に炭酸
たんさん

ガスを 体
からだ

の外
そと

に吐
は

きだしていますが、病気
びょうき

になり、

呼吸
こきゅう

する 力
ちから

が弱
よわ

くなったり、肺
はい

そのものが傷
きず

ついたりすると、自然
し ぜ ん

に呼吸
こきゅう

ができなくなっ

て苦
くる

しくなります。そのような時
とき

に、患者
かんじゃ

さ

んの呼吸
こきゅう

を助
たす

けるために「人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

」が

使用
し よ う

されます。臨床
りんしょう

工学
こうがく

技士
ぎ し

は人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

の

管理
か ん り

もしています。 

つまり臨床
りんしょう

工学
こうがく

技士
ぎ し

は病院
びょういん

で使用
し よ う

されて

いる、色々
いろいろ

な医療
いりょう

機器
き き

の操作
そ う さ

や管理
か ん り

などをお

こなう専門家
せんもんか

で、患者
かんじゃ

の皆
みな

さんの 命
いのち

と安全
あんぜん

を

守
まも

るためのお手伝
て つ だ

いをする、まさに「縁
えん

の下
した

の力持
ちからも

ち」のような仕事
し ご と

をしています。 
       （臨床工学技士  澤竹 正浩） 
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母子医療センターは「赤ちゃんにやさしい病院」を 

目指しています（２）          
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母乳育児成功のための

10カ条 

１．母乳育児の方針を

全ての医療に関わって

いる人に、常に知らせ

ること 

２．全ての医療従事者

に母乳育児をするため

に必要な知識と技術を

教えること 

３．全ての妊婦に母乳

育児の良い点とその方

法をよく知らせること 

４．母親が分娩後、30

分以内に母乳を飲ませ

られるように援助する

こと 

５．母親に授乳の指導

を十分にし、もし、赤

ちゃんから離れること

があっても母乳の分泌

を維持する方法を教え

ること 

６．医学的な必要がな

いのに母乳以外のも

の、水分、糖分、人工

乳を与えないこと 

７．母子同室にする。

赤ちゃんと母親が一日

中24時間、一緒にいら

れるようにすること 

８．赤ちゃんが欲しが

るときに、欲しがるま

まの授乳を進めること 

９．母乳を飲んでいる

赤ちゃんにゴムの乳首

やおしゃぶりを与えな

いこと 

１０．母乳育児のため

の支援グループ作りを

援助し、退院する母親

に、このようなグルー

プを紹介すること 

ことばいろいろ「アンギオ装置」 

 アンギオ装置（血管造影装置）はＸ線を使って血管の走行や心臓の形を画像

化する専用装置のことです。体の両側にＸ線を出す管球とこれを感知する検出

器が向かいあうように置かれています。それらが対となって体の周りで回転す

ることによりいろんな角度からの画像が得られます。 

血管や心臓はそのままでは見えにくいので、造影剤というＸ線にうつりやすい

薬を注入して撮影します。実際には、大腿や肘の血管からカテーテルという細

いストローのような管を挿入し、できるかぎり調べたい部分に近いところまで

カテーテルを進めていき、その場所から造影剤を注入して撮影を行います。 

通常のＸ線写真とは異なり、毎秒数枚から数十枚という多くの画像を連続的に

撮影することにより、血管の狭窄・拡張・閉塞等の形態的異常だけでなく、血

液の流れ方・心臓の動き等を動画として観察することもできます。 

現在使用している装置は1994年に購入した15年も前のもので、それが来春、最

新式の装置に更新されます。あらゆる面での性能・機能の向上により、より鮮

明な画像と被ばく線量の低減が期待されます。   

                             （放射線科） 

 当センターでは、ユニセフ・ＷＨＯ（世界保健機構）が勧告した「母乳育児

成功のための１０カ条」を遵守し実践しています。母乳で育てたいと願う母親

の声に応え、母と子がその絆を育むことが出来るように赤ちゃんを「しっかり

抱いて、見つめて、語りかけて」おっぱいを飲ませていくことができるよう取

り組んでいます。 

 産前教育では、「ほほえみ」という冊子をお渡しし、妊娠中、産前、産後の

情報提供を行っています。また、とくに母乳育児を成功させるための１０カ条

の第３条「全ての妊婦に母乳育児の要点とその方法を知らせること」に重点を

おいています。全ての妊婦さんが母乳育児に興味が持てるように、母乳育児を

成功させるための１０カ条を説明したパンフレットを作成

し、配布できるように準備をしています。また、助産師に

よる保健指導の中で、妊娠２０週、妊娠３６週の２回、母

乳育児についてお母さんと個別に話し合う機会を持ってい

ます。さらに、両親学級では、産後の母乳育児に向け、母

乳分泌の機序や母乳の利点、母乳育児の時の赤ちゃんの抱

き方などについて具体的な内容を取り入れています。１人

でも多く母親に母乳育児が推進できるように取り組んでい

ます。     （ 産前教育小委員会 飯野 江利子） 

「母と子のすこやか基金」ご案内 

高度な母子医療のための調査・研究や啓発活動を推進するために設置された

のが「母と子のすこやか基金」です。この基金をもとに、当センターではこれ

までも様々な活動成果をあげ、母子医療の向上が得られてきました。 

この「母と子のすこやか基金は」、それらの活動にご賛同いただく皆さまか

らの寄付金により成り立っています。 

【「母と子のすこやか基金」の申込み・お問い合わせは】 

センター内に設置されています「母と子のすこやか基金」ご案内のパンフレッ

トをご覧ください。 

http://wrs.search.yahoo.co.jp/S=2114736003/K=%E6%AF%8D%E4%B9%B3%E8%82%B2%E5%85%90+%E5%86%99%E7%9C%9F/v=2/SID=w/TID=jp0011_jp0011/l=RQP/R=1/QP=isearch/;_ylt=A3xTxkr3mGxKq8wAGwSDTwx./SIG=16mj8343l/EXP=1248717431/*-http%3A/rd.yahoo.co.jp/search/direct/isearch/%C
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診療科紹介「形成外科」 

形成外科とは 
形成外科とは「形を造る外科」です。もう尐し具体的に言い換えると、先天異常あるいは後天性疾患によって、

からだの表面に現れた変形を形態的ならびに機能的に修復・再建することを目的とした比較的新しい外科の一分野

です。 

いろいろな体表の構造を再建する外科は、実は古くよりありましたが、耳や鼻の再建は耳鼻科で、まぶたの再建

は眼科で、皮膚の瘢痕（傷あと）は皮膚科で、という具合に外科系各科の再建に興味を持つ医師たちの個々の努力

によって行なわれてきたという感があり、系統的なものではありませんでした。 

しかし、形を造るためには、皮膚やその他もろもろの組織の移動・移植に関する広い知識と経験が必要であり、

一つ一つの変形に対して与えられた材料によって作り上げられる形態を想像し、予見できる能力も大切です。しか

も、より正常に近く、目立たないように、あるいはより美しくなおすことを皆が望むのは当然のことです。これら

に習熟した専門医師の存在を求める声が社会的に大きくなりその結果誕生したのが形成外科です。 

主な対象疾患 
形成外科の治療の対象は、体表やそれに近い組織・器官の変形・欠損あるいは醜形です。以下のようなものが挙

げられます。 

1.先天奇形 
「小耳症」「立ち耳」「折れ耳」など耳介の形態異常や鼻の変形・欠損、「先天性眼瞼下垂」や「睫毛内反」と

いった眼瞼周囲の異常、顔面の骨の形態異常、「多指（趾）、合指（趾）症」などの手指や足の異常やいわゆる

｢でべそ｣など。 

2.外傷（けが） 
交通外傷を始めとする、いわゆるけがは近年増加の一途をたどっていますが、これら外傷による皮膚・軟部組織

損傷を単に治すのではなくできるだけ綺麗に治すためには、形成外科的な考え方にもとづく治療が必要不可欠で

す。また鼻や頬、顎といった顔面骨の骨折も、形成外科の治療の対象です。 

3.熱傷（やけど） 
｢やけど｣は創傷治癒に対して専門知識を有している形成外科があつかう領域です。 

4.瘢痕（傷あと）・瘢痕性拘縮（ひきつれ） 
外傷、熱傷、手術後に生じる瘢痕あるいは瘢痕拘縮、ケロイドの治療においては、機能面だけでなく形態的、整

容的改善に対する要望が強く、形成外科の得意とするところです。 

5.あざ、皮膚・皮下腫瘍 
現在3種類のレーザーを導入し、さまざまな「あざ」の治療にあたっています。患者さんの苦痛を考慮し、必要

があれば全身麻酔下でのレーザー治療が行なえる体制も整えています。また「ほくろ」に代表される母斑、母斑

症と呼ばれる皮膚良性腫瘍や皮膚癌などの皮膚悪性腫瘍、および種々の皮下腫瘍の手術にも形成外科的なテク

ニックを駆使し、腫瘍をいかに綺麗に取り除くかに心を砕いています。 

6.褥創（床ずれ）、潰瘍 
褥創、下腿潰瘍などに対し外科的療法も含め種々な治療を行ない、創を治癒に導きます。 

7.その他の変形 
顔面神経麻痺や進行性片側顔面萎縮、リンパ浮腫なども形成外科的治療の対象となります。 

8.美容 
美容外科はあくまで形成外科から派生した一つの分野であり、正しい美容外科手術を行うためには形成外科の充

分なトレーニングを積んでいることが必要不可欠です。病院の性質上、美容のみを目的とした治療を行なうこと

はありませんが、形成外科で治療を行なう上で、よりよく、より綺麗に治すために美容外科的な考え方やテク

ニックを流用することは尐なくありません。 

母子センターの形成外科 

現在、1名の日本形成外科学会認定医と1名のレジデントの2人体制で診療にあたっています。 

週間スケジュールは以下の通りです。 

月曜日 午前：外来・火曜日 終日：手術・水曜日 午前：外来 

木曜日 午前：手術（奇数週のみ）・金曜日 終日：手術 

※外来は基本的に予約制で、初診患者さん、再診患者さんを診察します。 

 私たちは形成外科の手術にはart（芸術）な一面があると考えています。私たちが持っている知識やテク

ニックを総動員し、患者さんが悩みをかかえている部位を美しくなおすためにあらゆる努力をおしみませ

ん。患者さんにとって最良の結果をもたらす治療法は何なのか、常にいろいろな方法の可能性を考え、ベス

トと思われる治療法を選択するようこころがけています。      （形成外科主任部長 吉岡 直人） 



地方独立行政法人大阪府立病院機構 

大阪府立 

母子保健総合医療センター 

電話  0725-56-1220㈹ 

Fax  0725-56-5682 

〒594-1101 

大阪府和泉市室堂町840 

ホームページもご覧ください。 
http://www.mch.pref.osaka.jp 

 平成２１年１０月１日から平成２３年３月３１日までに出産さ

れる方を対象に出産育児一時金等の医療機関等への直接支払制度

がスタートしました。 

※出産育児一時金等には、家族出産育児一時金及び共済の出産費

用及び家族出産費を含みます。 

 この制度は、健康保険組合に当センターが妊婦の方に代わって

出産育児一時金等を請求することにより、妊婦の方は、出産費用

を現金等でお支払いいただく必要がなくなります。 

※お子さんの入院費用は、対象外となります。また、手続きにつ

いての手数料はいただきません。 

 出産育児一時金等は、原則４２万円ですが、出産費用が４２万

円を超えた場合は、超えた額を直接、請求させていただきます。

また、４２万円未満の場合は、その差額を健康保険組合に請求す

ることができます。 

※在胎週数２２週未満で出産された方の出産育児一時金等の上限

は３９万円です。 

帝王切開などの保険診療を行った場合、３割の自己負担金をい

ただきますが、出産育児一時金等をこの3割負担のお支払いにも充

てさせていただきます。 

 当センターにおきましては、外来初診時に妊婦さんに、ご案内

の文書をお配りしております。利用するしないにかかわらず合意

書の提出をお願いしております。積極的にご利用いただきますよ

うご案内いたします。        （事務局医事グループ） 

 

大阪府立母子保健総合医療センター 

基本理念 
 

１．周産期・小児医療の基幹施設として高度で専門的な医療を提供します。 

２．患者さん中心の、相互信頼の立場に立った、質の高い医療を行います。 

３．地域の保健医療機関と連携して、母子保健医療を推進します。 

４．母子に関する疾病の原因解明や、先進医療の開発研究を進めます。 

出産育児一時金等の医療機関等への 

直接支払制度のご案内       

センターからのお知らせ 

母性外来改修工事並びに外来検査室拡張工事の実施について      

 この度、母性外来に感染症室を設置することに伴い、母性外来の半分を大幅に改修いたします。 

第一に感染症のある患者さんを診察するため、専用のトイレと洗面を設けた個室の診察室を設置し

ます。これにより、院内感染の防止に努めてまいりたいと思います。 

この工事に伴い、母性内科診察室や、新生児診察室の場所が移動しますので、ご注意下さい。 

また、外来検査室につきましては、現在検尿室が一つしかありません。このため、同じ検尿室を男

女でご利用していただいております。近年の患者さんの年齢層が思春期に広がることから、このた

び、検尿室の男女分離を実施いたします。 

工事中は、音や振動、粉じんの発生などが予想されますが、工事の実施には十分注意をいたします

ので、よろしくお願い致します。                 （事務局施設保全グループ） 


